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署名１７万８５２４人に到達！ 
「
大
阪
１
０
０
万
署
名
推
進
委
員
会
」 

 

取
り
組
み
ピ
ッ
チ
あ
が
る 

取
り
組
み
ピ
ッ
チ
上
が
る 

 
 

 

 

昨
年
十
月
に
発
足
し
た
「
大
阪
１
０
０
万
署
名
推
進
委
員
会
」
の
活
動
が

ピ
ッ
チ
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
と
署
名
用
紙
が
作
成
さ
れ
、
各 

団
体
へ
の
発
送
が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
代
表
団
派

遣
ま
で
３
０
万
の
署
名
を
集
め
よ
う
と
、
今
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

■
論
議
が
続
い
た
ポ
ス
タ
ー 

 
 
 

原
水
協
代
表
理
事
・
高
草
木
博
さ
ん
、
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
被
団
協
・
田
中
照
巳
さ
ん
、
国
連
軍
縮 

「
大
阪
１
０
０
万
署
名
推
進
委
員
会
」 

 

上
級
代
表
・
ア
ン
ゲ
ラ
ケ
イ
ン
さ
ん
の
笑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

の
具
体
的
な
活
動
計
画
を
す
す
め
て
い 

 

顔
が
好
評
で
す
。 

る
の
が
「
事
務
局
会
議
」
で
す
。
四
月 

十
一
日
で
第
六
回
目
を
迎
え
よ
う
と
し 

 
 

■
署
名
用
紙
も
印
刷
フ
ル
回
転 

て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
原
案
を 

三
回
論
議
し
て
常
任
理
事
会
に
提
案
し
、 

 

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
核
不
拡
散
再
検
討

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
議
ま
で
に
大
阪
か
ら
１
０
０
万
の
署
名 

 
 
 

 

 

論
議
さ
れ
た
の
は
「
色
が
大
阪
的
で 

 

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
に
持
っ
て
い 

な
い
」「
国
連
と
大
阪
が
ピ
ッ
タ
ン
コ
し 

 

く
の
が
目
標
で
す
。
こ
の
目
標
に
見
合
っ

て
な
い
」
な
ど
、
議
論
百
出
。
で
き
あ 

 

た
署
名
用
紙
が
各
団
体
で
準
備
さ
れ
よ
う 

が
っ
た
ポ
ス
タ
ー
は
好
評
で
、
北
区
原 

 

と
し
て
い
ま
す
。
新
婦
人
三
万
枚
、
大
阪 

水
協
か
ら
は
「
評
判
が
い
い
の
か
、
こ 

 

自
治
労
連
二
万
枚
、
大
阪
民
医
連
四
万
枚 

の
ポ
ス
タ
ー
よ
く
と
ら
れ
ま
す
」
と
連 

 

日
本
共
産
党
二
万
枚
、
大
教
組
８
千
枚
、 

絡
が
あ
り
、
新
た
に
二
十
枚
持
っ
て
い 

 

大
阪
国
公
三
千
枚
な
ど
発
送
済
み
で
す
。 

か
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
（
四
月
三
日
集
約
）
署
名
数
は 

 
最
初
に
印
刷
し
た
の
は
千
五
百
枚
。 

 

約
十
八
万
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
代
表
団
出
発
日 

各
団
体
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
二 

 

ま
で
、
な
ん
と
し
て
も
二
十
万
に
し
て
、 

千
五
百
枚
追
加
注
文
し
て
お
り
、
日
本 

 

提
出
で
き
る
よ
う
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。 

   
 

ＮＰＴ第２回準備委員会 

ジュネーブに行ってきます 

大阪民医連・かわち野医療生協 

 水口 亜也子さん（決意一部紹介） 
  
今回初めて参加させていただきま

す。原発集会や世界大会への思い、

沢山の事を考えると、この怒りをど

こに向けていいのか、腹がたちます。

確かな情報を読み取り、物事が正し

い方向へと向かうようにするのが大

人たちの役目です。私が行動するこ

とにより 

将来の日本や全人類の助けとなり前

進することであれば、積極的な参加

をしていきたいです。たくさんのこ

とを吸収したいと、思っています。 

☆３月６日（水）ＪＲ天王寺駅前での署名宣伝行動 
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どころ 

 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
国
際
会
議 

 
核
兵
器
の
非
人
道
性
浮
き
ぼ
り 

 

三
月
四
日
か
ら
開
か
れ
た
ノ 

 

こ
と
で
し
た
。 

ル
ウ
ェ
ー
政
府
主
催
の
「
核
兵 

 
 

日
本
政
府
か
ら
参
加
さ
れ
た 

器
の
人
道
的
影
響
」
国
際
会
議 

 

四
人
の
内
の
一
人
と
な
ら
れ
た 

に
参
加
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核 

 

日
本
被
団
協
事
務
局
長
・
田
中 

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
・
阪 

 

照
巳
さ
ん
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。 

南
医
療
生
協
診
療
所
長
）
の
真 

 
日
本
政
府
代
表
に
被
爆
者
を
い
れ 

鍋 

穣
（
ま
な
べ 

ゆ
た
か
） 

 
て
発
言
さ
せ
た
こ
と
に
、
世
界 

さ
ん
か
ら
こ
の
会
議
の
報
告
を 

 

の
情
勢
の
変
化
に
軍
縮
課
長
も 

受
け
ま
し
た
。
非
核
大
阪
の
会 

 

発
言
を
保
障
せ
ざ
る
を
え
な
か 

常
任
世
話
人
会
議
で
の
報
告
会 

 

の
で
は
な
い
か
、
と
真
鍋
先
生
。 

に
大
阪
原
水
協
か
ら
も
参
加
さ 

 

田
中
さ
ん
の
話
に
「
核
爆
発
の 

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 

下
で
生
き
延
び
た
人
が
い
る
の 

 

ま
ず
赤
十
字
国
際
委
員
会
ぺ 

 

か
」
と
会
場
が
ど
よ
め
い
た
そ 

―
タ
ー
・
マ
ウ
ラ
ー
総
裁
は
、 

 

う
で
す
。
休
憩
時
間
に
は
た
く 

１
９
４
５
年
８
月
３
０
日
、
広 

 

さ
ん
の
人
か
ら
握
手
を
も
と
め 

島
に
派
遣
さ
れ
救
護
活
動
を
続 
 

ら
れ
、
田
中
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ 

け
た
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
博 

 

ら
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。 

士
が
送
っ
た
衝
撃
的
な
電
報
を 

 
 

参
加
国
は
、
１
２
７
カ
国
で 

紹
介
し
ま
し
た
。「
広
島
の
状
況 

 

核
保
有
国
五
カ
国
は
参
加
せ
ず 

は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。 

 

イ
ン
ド
だ
け
が
参
加
し
て
い
た 

街
は
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
」 

 

そ
う
で
す
。
ど
の
専
門
家
も
広 

と
悲
惨
な
内
容
を
読
み
上
げ
、 

 

島
、
長
崎
を
取
り
上
げ
、
そ
の 

最
後
に
「
防
止
と
は
、
法
的
拘 

 

非
人
道
性
を
指
摘
し
て
い
た
と 

束
力
の
あ
る
条
約
を
つ
く
る
こ 

 

の
こ
と
で
す
。 

と
を
含
め
、
禁
止
し
廃
絶
す
る 

 
 

次
回
会
議
を
メ
キ
シ
コ
で
開
こ 

し
か
な
い
」
と
強
調
し
、
こ
の 

 

う
と
決
定
さ
れ
、「
非
人
道
性
」 

会
議
の
基
調
と
な
っ
た
と
い
う 

 

追
及
の
国
際
会
議
が
続
き
ま
す
。 

こ
と 

 

ＮＰＴ第２回準備委員会 

ジュネーブに行ってきます 

大阪原水協事務局長 

小松 正明さん（決意一部紹介） 
 

 「壮行会やったる」の声に、い

つもきまって、「壮行会でなくて

選別がわりに、署名用紙ちょうだ

い」と言い続けています。２０１

５年までに大阪から１００万署

名積み上げて「核兵器禁止条約を

結ばせる」が大きな夢です。大好

きなフランス語英語を使って、日

本や大阪の取り組みを世界の人

に訴えたいと、はりきっていま

す。帰ってからの報告会を楽しみ

にしてください！ 

 

梅田章二弁護士す、すっごいです！ 
― アピール署名１２０３人チェニジアで集めました － 

 梅田弁護士から、すごい「チェニジアからのおみやげ」  で運び、原爆展を開催して集められました。原爆展 

が届きました。３月２４日から始まった「世界社会フオーラ  を開催すると、世界からの人々が真剣に見てくれ 

ム」に参加されて、「アピール署名」１２０３人分を集めてく  並んで署名をしてくださったそうです。署名どこ 

ださいました。原爆パネル「原爆と人間」をチェニジアまで  ろメールアドレスも書いてくださいました。 

  

映画「ｘ年後」上映好評 

伊藤監督、大阪原水協定期総会で講演 

 
 

映
画
「
Ｘ
年
後
」
の
上
映
運
動
が
盛 

 

況
で
す
。
大
阪
母
親
連
絡
会
は
三
月
二 

三
日
に
上
映
。
四
百
五
十
名
以
上
の
参 

加
者
で
、
伊
藤
英
明
監
督
の
挨
拶
も
あ 

り
、
三
回
の
上
映
と
も
満
員
で
し
た
。 

 
 

伊
藤
監
督
は
、「
第
二
幸
成
丸
の
よ 

 

う
に
、
放
射
能
が
原
因
で
多
く
の
漁
民 

が
ガ
ン
で
な
く
な
ら
れ
て
お
り
、
今
こ 

の
歴
史
の
真
実
で
、
再
度
福
島
を
考
え 

る
契
機
に
し
て
ほ
し
い
」
と
語
ら
れ
ま 

し
た
。 

 

四
月
六
日
に
も
西
淀
川
区
で
、
低
気 

圧
の
暴
風
雨
の
中
、
上
映
会
が
行
わ
れ 

ま
し
た
。
雨
風
が
強
く
な
る
中
で
し
た 

が
、
三
百
十
五
人
が
参
加
。「
南
海
放
送 

に
、
こ
の
続
き
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
」 

「
い
つ
の
時
代
に
も
弱
い
も
の
に
は
、 

シ
ワ
寄
せ
が
来
る
。
福
島
の
政
府
発
表 

も
信
じ
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄 

せ
ら
れ
ま
し
た
。
事
前
の
チ
ケ
ッ
ト
普 

及
は
五
百
七
十
六
枚
も
あ
り
ま
し
た
。 
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